
アジア総合研究センター準備・承継事業推進室 第 140 回研究会 詳報 ＜2021.2＞

1 

第 140回 研究会  詳報 

≪発行≫ 

国立研究開発法人 科学技術振興機構 アジア総合研究センター準備・承継事業推進室 

〒102-8666 東京都千代田区四番町 5-3 サイエンスプラザ 5F 

TEL 03-5214-7556     https://spc.jst.go.jp/ 

 

■ 研究会開催報告 ■

「米国の新興宇宙企業を猛追する中国の宇宙開発」 

日  時：2021 年 2 月 19 日（金）15：00～17：00 

開催方法：WEB セミナー(Zoom 利用) 

【講演概要】 

中国は昨年長征 5 型ロケットにより火星探査機「天問 1 号」の打上げと月探査機「嫦娥 5 号」によるサンプルリ

ターンに成功し、着実に実績を積み重ねた。一方、米国では新興企業のスペース X 社が再使用型打上げロケットを

フル活用し、年間 840 機近い自社の通信衛星を打ち上げただけでなく、国際協力で月探査を行う米国主導のアル

テミス計画でも主要なプレイヤーになりつつある。中国は 3 年連続で打上げ回数が世界最多となったが、スペース

X 社に対しては再使用型ロケット開発や有人月探査などでこれから猛追していく立場にある。着陸技術を中心に中

国の宇宙開発の歴史と現状を整理し、今後の展開を予測した。

【講師紹介】辻野 照久（つじの てるひさ）氏 

元宇宙航空研究開発機構国際部 参事 

＜略歴＞ 

1950 年大阪府出身。大学教養課程で中国語を履修。1973 年東北大学工学部卒業、日本

国有鉄道入社。1986 年より宇宙開発事業団（現宇宙航空研究開発機構：JAXA）。2011

年より JST/CRDS 特任フェローとして世界の宇宙技術力比較調査や中国の天体望遠鏡

LAMOST の現地調査、タイ及びブルネイの科学技術情勢の調査などを担当。2016 年 3

月に JAXA 勤務期間満了。現在は JAXA による世界の宇宙開発動向調査の一部業務を

受託して自宅で現職当時とそう変わらない情報収集・発信環境を維持している。 
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1.講演録 

 

【開会】 

 

（司会） 

これより第 140 回中国研究会を始めさせていただく。 

本日の研究会は元宇宙航空研究開発機構国際部参事の

辻野照久氏にご登壇いただく。講演タイトルは「米国の

新興宇宙企業を猛追する中国の宇宙開発」である。ご経

歴の詳細は割愛させていただく。それでは辻野先生よろ

しくお願いします。 

 

（辻野氏） 

本日は中国の宇宙開発動向の最新の状況、全容をでき

るだけわかりやすくお伝えしたいと思っている。今まで

に平成 22 年、27 年、29 年と、３回ほど JST 中国研究

会で講演させていただいた。そのたびに中国の宇宙開発

が大変発展して、だんだんと幅広い内容となってきた。

今回は、前回の講演時より随分と中国の宇宙開発が進ん

でいるので、その状況をお話ししたい。 

中国は昨年、長征 5 型ロケットによる火星探査機「天

問（Tianwen）1 号」の打ち上げや、「嫦娥（Chang’

e）5 号」による月面からのサンプル・リターン（試料回

収）に成功し、着実に実績を積み重ねている。 

一方、アメリカでは新興宇宙企業の「スペース X」社

が、再使用型打ち上げロケットをフル活用し、年間 840

機近い自社の通信衛星を打ち上げただけでなく、国際協

力で月探査を行う米国主導のアルテミス計画でも主要な

プレーヤーになりつつある。中国は 3 年連続で打ち上げ

回数が世界最多となったが、「スペース X」社に対して

は、再使用型ロケット開発や有人月探査などでこれから

猛追していく立場にある。2049 年までに中国はどんな宇

宙開発活動を展開するのか、予測を行いたいと思う。 

 

１．「両弾一星」から「小康社会」へ 

最初に、中国はなぜこんなに熱心に宇宙開発をしてい

るのかとよく聞かれるが、その一番最初は「両弾一星」

というスローガンから始まった。1950 年代に核爆弾とミ

サイル、そして人工衛星を意味する「両弾一星」という

国威発揚のスローガンの下で宇宙開発を開始し、今から

50 年以上前の 1970 年にソ連や米国、フランス、日本に

次いで、日本に 2 カ月遅れて、世界で 5 番目となる自力

での人工衛星の打ち上げに成功した。 

近年は宇宙開発が国家経済の発展や国民生活の向上な

ど実利面でも役立ち、総合的な国力を高める重要な手段

であると認識して、2020 年までに「小康社会」を実現す

ることを新たな国威発揚の目標とした。2020 年の 11 月

に小康社会が予定通りほぼ達成されたとして、今後は

2025 年までに全面的に小康社会の実現を目指すという方

針を発表した。 

このような中国の宇宙開発をいったい誰がやっている

のかというところで、中心的な組織、全体の組織の枠組

みについて最初にお話しする。 

行政組織で一番中心になっているのは工業・情報化部

（MIIT）という省に相当するところで、この下に国防科

技工業局と国家航天局があり、この 2 つが宇宙関係の最

も重要な役割をする局である。人事的には、工業・情報

化部の副部長、日本で言えば副大臣にあたる方が、国防

科技工業局長と国家航天局長の仕事の３つを兼ねてい

て、宇宙関係では正にその人がトップである。 

軍組織では、中国共産党の軍として人民解放軍があ

り、その中で設備を担当している所の中に宇宙関係の北

京航天飛行管制センター（BACC）がある。実際にロケ

ットを打ち上げる射場は酒泉、西昌、太原、文昌の 4 カ

所にある。 

 先程の行政ラインでは省の下に 2 つの国有企業（集団

公司）があり、1 つが中国航天科技集団公司（CASC）、

もう 1 つが中国航天科工集団公司（CASIC）である。中

国航天科技集団公司（CASC）の下に最も重要な大型生

産研究院として、中国運載火箭技術研究院（CALT）と

中国空間技術研究院（CAST）の 2 つがある。また、

CASC と CASIC は集団公司なので、この下にたくさん

の企業がある。研究院もあるが他に商業的な事業部門も

あり、日本で言えば社団法人のような組織も入るなど、

たくさんの組織がある。 

 地方政府にも宇宙開発をやっている所が出てきて、多

くの事例の中で特に目立っているのは吉林省で、長光衛

星技術有限公司が「吉林」という衛星を既に 12 機打ち上

げていて、たいへん早いピッチで衛星を打ち上げてい

る。他にもこれから打上げるという所がたくさん名乗り

を上げている。 

 大学でも衛星打ち上げを行っていて、1 つは教育部所

管の大学で、たくさんの数がある。それから工業情報化

部所管の大学があり、北京航空航天大学、南京航空航天

大学といったところなどが宇宙開発に関わっている。ま

た、中央軍事委員会の所管になっているのが国防科技大

学である。そして中国科学院所管の中国科学技術大学で

ある。衛星の打ち上げ実績のある大学はかなり増えてい

る。北京理工大学は ISS（国際宇宙ステーション）に実

験装置を搭載した実績もある。 

 

２．中国の宇宙開発の足跡 

中国は 1970 年から 20 世紀最後の 30 年間で累積衛星

数は 63 機である。その中で、主に大型ロケットの開発・

静止通信衛星の開発・回収式衛星による写真撮影・各種

の技術試験などを行ってきた。 

21 世紀に入って 2001 年から 2010 年までの間に 88 機

の衛星を打ち上げ、累積 151 機で日本と同数になった。

その間に、ミッションは有人宇宙船や航行測位衛星に広

がった。 
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2011 年から 2015 年まで、第 12 次 5 カ年計画の間に

131 機の衛星を打ち上げ、日本を大きく引き離した。日

本はこの間 46 機の打ち上げで中国の 3 分の 1 程度であ

る。 

2016 年から 2020 年までの第 13 次 5 カ年計画の間

に、なんと 314 機打ち上げて累積衛星数は 596 機となっ

た。日本はこの 5 年間に 60 機なので中国は 5 倍のスピ

ードで打ち上げたことになる。 

現在は第 14 次 5 カ年計画の最初の年が始まったばか

りで、2021 年 2 月 15 日までに中国は 6 機打ち上げてい

る。そのうち 1 機はなぜかニュージーランドから打ち上

げている。これに対し日本は 1 機だけで、これは Falcon9

で打ち上げたものである。 

中国の年間衛星打上げ数と累積数の推移をグラフにし

てみた。青い線が毎年の打ち上げ回数で、2018 年が最多

の 95 機であった。これを累積していったのが赤い線で、

最初の頃はほとんど増えていないように見えるが 2010

年に 151 機に達した。この 151 機は日本と同数であっ

た。日本は今、300 機に達しておらず 250 機程度で、そ

れと比べると中国はこの間に 3 倍、5 倍というスピード

で打ち上げて来て、今はもう 600 機を超えているという

状況である。 

次に、人工衛星をミッション別に、宇宙輸送、地球観

測、通信放送、航行測位、宇宙科学、有人宇宙船、月・

惑星探査機で内訳をみていく。今回、技術試験衛星は省

略させていただく。2015 年までは累積 282 機で、一番

多かったのは地球観測衛星、次が通信放送衛星、そして

航行測位衛星という順になっている。もちろん技術試験

衛星はかなり多い。その後５年経過して 2020 年末の時

点でみると、2 倍以上の累計 596 機になっている。地球

観測衛星は倍以上の 213 機、通信放送衛星も 1.5 倍以上

の 85 機、航行測位衛星は 2 倍以上の 59 機、その他、宇

宙科学衛星も有人宇宙船も少しずつ増えている。主に増

えているのは実用衛星と言われる地球観測衛星、通信放

送衛星、航行測位衛星の 3 つである。 

中国の累積衛星数は、ロシア、米国に次ぎ世界第 3 位

である。昨年の 6 月 3 日時点でロシアより 55 機少なか

ったアメリカが 6 月 4 日に「スペース X」で一気に 60

機打ち上げたので、打ち上げ数の最も多かったロシアを

アメリカが 5 機上回ることになり、その後も圧倒的なか

たちで数を増やし、今やロシアは再度世界一になること

はありえない状況になっている。UCS（憂慮する科学者

同盟）が不定期に発表するデータベース、昨年 8 月に発

表された最新のデータでは、中国の運用中の衛星数は

384 機、アメリカが 1,440 機運用し、大部分が「スペー

ス X」で打ち上げた衛星である。ロシアは 175 機で、昔

はロシアと中国がほぼ並んだといっただけでもかなり皆

が驚いていたが、今や中国はロシアの倍以上になってい

る。この累積衛星数で中国の約 600 機というのはどうな

のかというと、「宇宙切手の展示室」という私が管理して

いるホームページを見ていただければ分かると思うが、

去年 12 月末時点でアメリカが 4,192 機で 7 倍の差があ

り、ロシアが 3.500 機で 5 倍の差がある。去年の 6 月時

点ではロシアの方が多くアメリカの方が少なかったが、

アメリカに一挙に 600 機も差をつけられたという状況で

ある。 

 

（１）宇宙輸送システム－ロケットと衛星の段階的大型

化－ 

次に中国の宇宙輸送システムの話をする。最初は小型

衛星から始まって 1970 年に「長征 1」ロケットで「東方

紅 1 号」という 173kg の衛星を打ち上げた。次に 1975

年に「長征 2A」ロケットで中国の衛星としては 4 号機と

なる「返回式衛星（FSW）」という 1,800kg の衛星を打

ち上げて、写真フィルム回収に成功した。1984 年には

「長征 3」という低軌道に 5,000kg の衛星を投入できる

という非常に強力なロケットで「東方紅 2 号」という

1,340kg の通信衛星を打ち上げ、静止化に成功した。   

1996 年には「長征 3B」というブースターを 4 個付け

ている中国最強のロケットで「Intelsat 708」という

4,180kg の衛星を打ち上げたが失敗した。次のフィリピ

ン「Agila 2」衛星 3,775kg は成功した。2015 年に「長

征 5」ロケット初打ち上げで技術試験衛星「実践 17 号」

の静止化に成功した。この衛星は 6 トンくらいであった

が、「長征 5」ロケット自体の設計目標としては静止軌道

には 13 トンの衛星、長征 5B は低軌道に 23 トンと重い

衛星を打ち上げることができる。2020 年、昨年の暮れに

「長征 8」ロケットの初打ち上げを行った。これが太陽

同期軌道（SSO）投入能力 4.5 トンと中量級で、このロ

ケットがもしかすると今から中国で主力になるかもしれ

ない。突然出てきたような感じがしたロケットである。

それから、今開発中の「長征 9」ロケットは低軌道に 

100 トンの投入能力があり、有人月探査にも対応できる

と思われ、大型深宇宙探査など、これから火星を目指し

ていく上で必要になっていくと思う。 

中国のロケット打ち上げ回数について整理すると、昨

年暮れまでで 383 回の打ち上げを行っていて、大部分が

「長征」ロケットである。「長征」ロケットは合計 357

回で、酒泉、西昌、太原、文昌の 4 つの射場から打ち上

げている。「長征 1 型」はもう打ち上げは終わってしまっ

たが、「長征 2 型」は今も運用されているし、「長征 8

型」まで打ち上げ、今、「長征 11 型」という固体燃料の

ロケットまで 9 種類ある。「長征 2 型」でいうと、酒泉で

打ち上げたり、西昌、太原で打ち上げたり、目的や衛星

の種類に応じて使い分けている。383 回のうち 26 回は長

征以外のロケットで打ち上げている。最近、「快舟」とい

うロケットがよく打ち上がっているが、昨年は 2 回続け

て失敗し、しばらく飛行に成功しておらず停滞気味であ

る。あとは民間企業がたいへん盛んにロケットを開発

し、双曲線ロケット、捷龍ロケット、穀神星ロケット、
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朱雀ロケット、OS-M ロケットといったいろいろなロケ

ットが競い合い、他の会社もあり、いまからどの会社が

一番伸びてくるか注目されている。 

先ほど述べた「長征 3B 型」ロケットの失敗は、どん

なことが起こったかというと、打ち上げ直後から機体が

傾き、地上すれすれをほぼ水平飛行して墜落し 6 名が死

亡した。この原因はずっと分からなかったが、2016 年に

ロシアで同様な打ち上げ直後の墜落という大事故が発生

し、その様子が中国の事故と同じで、原因は角速度セン

サーが上下逆に取り付けられていたためと判明した。こ

れによって米国製の静止衛星の打ち上げは翌年 1997 年

のフィリピンの衛星が最後となり、その後、米国の低軌

道衛星「Iridium」は長征 2C により 6 回で 12 機を打ち

上げたが、以後は中国製の衛星打ち上げが主で、例外的

に欧州製衛星も打ち上げている。 

 

（２）地球観測衛星 

 中国で最初の地球観測衛星は、宇宙から撮影した画像

のフィルムを地上で回収する「返回式衛星（FSW）」で

ある。今のように電波でデータ転送するのが当たり前と

思っているかもしれないが、昔はフィルムで回収してい

た。電波でデータ伝送する地球観測衛星はブラジルと共

同の「CBERS-1」の 1999 年打ち上げから始まった。  

2015 年 10 月に、国家発展改革委員会、財務部および

国防科技工業委員会（SASTIND）が、2015 年から 2025

年までの国家宇宙インフラ、地球観測衛星の他に通信放

送衛星および航行測位衛星も含め整備計画を発表した。

地球観測衛星は、観測対象によって陸域・海洋・大気に

分類して、それぞれにミッションの異なる複数の衛星群

を 2025 年までに整備していくという計画である。この

ほかに地震電磁波観測衛星や CO2（二酸化炭素）観測衛

星などの専用衛星を打ち上げた。毎年打ち上げられ、世

界有数の衛星群となっているのは、民生用では「高分

（GF）」23 機、軍事用では「遥感（YG）」53 機であ

る。 

 返回式衛星（FSW）について付け加えると、衛星を地

上に燃え尽きない状態で中身を回収することは非常に難

しいことであったが、周恩来首相から「必ず中国国内に

着陸させること」と指示があった。これは、例えば衛星

が外国に落ちて損害賠償が起きたり、あるいは中国の技

術が漏れてしまったりすると困るということだと思う。

大気圏に再突入させるために軌道上で逆噴射するレトロ

エンジンに点火して着陸態勢に入ることになる。1974 年

の最初の衛星打ち上げは「長征 2A 型」ロケット自体に

失敗があって成功しなかった。1975 年に初めて銀塩フィ

ルムの回収に成功したが、これは成功と言うものの、実

際は冷や汗ものの奇跡的な成功だった。ちなみに、衛星

回収を描いた切手も発行されている。その後も、川底に

沈んだり、山中に落下することを避けるため 1 日長く周

回させたり、ロケットの暴走で 1 日早く落下させたり

し、1993 年にはレトロエンジン噴射ミスがあり制御不能

となり、太平洋に自然落下して回収に失敗した。 

 返回式衛星の打ち上げ記録を見ると、1 号機では落下

した場所は貴州省六枝地区という場所で、炭坑夫が昼食

中に火の玉の落下を発見して通報し、予定地から 400km

離れた場所で何日かかけて回収し成功ということになっ

ている。他にも予定外の状況がいろいろあったが、だい

たい成功している。 

 地球観測衛星の種類別・期間別打ち上げ数をみると、

2015 年までは 96 機、第 13 次 5 カ年計画期間の 2016 年

から 2020 年は 117 機である。どの種類が増えているか

というと、「高分」衛星とリモートセンシングを意味する

「遥感」衛星で、陸域観測、海洋観測、大気観測の 3 つ

の分野でそれぞれ衛星を打ち上げてきている。 

民生用地球観測衛星の整備計画、分類を見ると、陸域で

は光学の解像度とレーダーなど観測機器で３つに分けて

いる。海洋観測は海色の観測や、海洋動力学の研究をす

るといった目的で２つに分けている。大気観測は天気観

測、気象観測と、ミッション別に２つに分けている。専

用衛星は陸域でいうと地震の発生を予測するような電磁

場観測、海洋では海洋環境監視観測、大気では二酸化炭

素などの大気成分観測などがある。 

 

（３）静止通信衛星 

1986 年に東方紅 2 型バスを改良した東方紅 2A 型バスで

静止通信衛星「東方紅 2 号（または試験同歩通信衛星 1

号）」を打ち上げ、最初の実用静止通信衛星となった。姿

勢制御はスピン安定式を採用していた。これは記念切手

にも描かれている。その後 1994 年に打ち上げた「東方

紅 3 号」は、東方紅 3 型バスに中継器（トランスポン

ダ）を 24 本搭載し、三軸姿勢制御方式の本格的な静止通

信衛星となり、太陽電池を一定方向に向けられる形にな

っている。更に設計寿命を 15 年に倍増した東方紅 4 型

バスを開発し、2006 年に鑫諾（Xinnuo）衛星通信有限

公司（Sinosat）の「鑫諾 2 号（Sinosat-2）」に初めて適

用し世界標準に到達した。2017 年には長征 5 ロケット

（試験 2 号機）で世界最大クラスの東方紅 5 型バスを用

いた「実践 18 号」を打ち上げたが失敗に終わった。長征

5 ロケット（試験 3 号機）は 2019 年に「実践 20 号」の

打ち上げに成功し、これでようやく長征 5 型ロケットが

運用段階に入った。通信放送衛星は 2015 年までの 45 年

間と 2016 年からの 5 年間で比べると、最近は低軌道の

衛星がたくさん打ち上げられている。 

商業通信衛星は、中国航天科技集団有限公司（CASC）

に属する中国衛星通信集団有限公司（ChinaSatCom）が

軍事用も含めて運用している。香港企業の亜太衛星公司

（APStar）および亜州衛星公司（Asiasat）は 1997 年の

香港返還以後は中国企業となり、中国の衛星としてカウ

ントしている。アジア放送衛星（ABS）も香港に地域本

社を置いて商業通信を行っている。本拠はバミューダで
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ある。小型衛星群によるインターネット通信や IoT（モ

ノのインターネット）通信を構築しようとする企業が増

加している。地方政府も支援している。 

通信の中で将来的な話として、宇宙経由の量子暗号通信

の実験を中国はいち早く行っている。2017 年 8 月には、

量子科学実験衛星「墨子（Mozi）」（旧称 QUESS）を経

由して 7,600 キロ離れた中国とオーストリアの間で衛星

から地上への量子鍵配送と地上から衛星への量子テレポ

ーテーションの実現に初めて成功した。普通のケーブル

では、せいぜい 20 キロから 30 キロが限界で 100 キロな

どとても届かないが、宇宙を経由すると、大気層を上

昇・下降する約 20 キロを通り抜ければ空気が無く、電波

がどこまでも飛んでいくことを利用して宇宙で遠距離の

量子暗号通信を行ったということである。これが将来的

には量子通信ネットワークを構築し、将来、世界の通信

ネットワークの主流となる可能性がある。 

 

（４）航行測位衛星 

  航行測位衛星は「北斗（Beidou）」という航行測位シ

ステムで、2012 年 12 月にアジア・太平洋地域のユーザ

向けに無料の PNT（測位・航法およびタイミング）サー

ビスの提供を正式に開始し、2020 年に北斗 3 型衛星 35

機の衛星群を完成させた。北斗衛星をたくさん打ち上げ

て運用しているという切手も発行されている。北斗 3 型

衛星は 35 機あり、その内訳は、周回衛星 27 機、静止衛

星 3 機、軌道傾斜角付き地球同期衛星 5 機（準天頂衛

星）である。航行測位衛星の機種別打ち上げ数について

年を追ってみると、今まで 59 機打ち上げて、初期の衛星

はだんだんと運用を終了しているが、最近打ち上げた衛

星は全て順調に稼働し、現在 51 機が運用中である。準天

頂衛星は北斗 2I と北斗 3I で 12 機ある。先週、どの位置

にあるかデータを調べて地図上に描いてみると、８の字

を逆に書くような形で、中心経度の両側の狭い幅を持っ

て回っている。中心が東経 95 度の西側と、中心が東経

115 度の東側の２組があって 8 の字を書いて飛んでい

る。東側は北京と香港をほぼ結ぶ線の上を飛んでいる。

３基あれば準天頂衛星の役割を果たすが、東側は北斗 2

型をまず３機打ち上げて、3 型を３機追加し、性能の高

い衛星と低い衛星とセットで運用している。北斗 2-I7 号

機も１つだけあるが、これは何か試験的な意味があった

のかと思う。西側は 5 機で、2 型が 3 機、3 型が 2 機し

かないが、これは日本の準天頂衛星システム「みちび

き」をあてにしているのではないかと私は見ている。 

 

（５）宇宙科学－天文観測衛星 

2017 年 6 月 15 日に打ち上げた「慧眼」（HXMT）と

いう硬 X 線調制望遠鏡が中国で初めての天文観測衛星で

ある。主要なミッションは、高エネルギー天体の発見や

ブラックホールの観測などである。衛星バスは中国空間

技術研究院（CAST）が開発し、X 線望遠鏡は中国科学

院高エネルギー物理研究所（IHEP）と清華大学が共同

で制作した。 

最初の宇宙探査衛星は「悟空」（DAMPE）という暗黒

物質粒子を探査する衛星である。DAMPE は、中国空間

科学研究所（NSSC）と上海小型衛星工程センターが開

発したもので、 2015 年 12 月 17 日に打ち上げられた。

翌年 3 月には軌道上試験を完了し、中国科学院国家天文

台（NAOC）に属する紫金山天文台（江蘇省南京市）へ

引き渡された。ミッションは、暗黒物質（ダークマタ

ー）粒子の研究、宇宙線の起源の探査、高エネルギーガ

ンマ線観測など。運用期間は 3 年で、最初の 2 年間で全

天観測を行い、その後定点観測を行っている。 

重力波観測衛星の「太極」（KX-9）を 2019 年 9 月、

重力波観測ミッションの 1 号機として打ち上げている。 

更に、「懐柔」（GECAM）という IHEP が開発した重力

波対応高エネルギー電磁波全天観測衛星を 2020 年 12 月

に 2 機同時に打ち上げた。 

 計画中の宇宙科学ミッションもたくさんあって、特に

注目されているのは中国科学院と ESA（欧州宇宙機関）

による太陽風・磁気圏・電離圏の相互作用観測ミッショ

ン「SMILE（Solar wind Magnetosphere Ionosphere 

Link Explorer）で、他にもたくさんのプロジェクトが同

時進行している状況である。 

 微小重力実験の衛星は、FSW16 号機以降が主体とな

って FSW22 号機まで飛行し、その後は専用衛星として

実践（SJ）衛星 8 号機が 2006 年、最新の 10 号機が

2016 年と、10 年の間をおいて打ち上げられた。国際宇

宙ステーションがまだない頃、「神舟」がまだ飛んでいな

い頃の実験も中国は行ってきたという事である。 

 

（６）有人宇宙活動 

 中国は有人宇宙船として「神舟」、ドッキングターゲッ

トの「天宮」、貨物輸送船「天舟」の３種類を打ち上げて

いる。最初の「神舟」、そして 2 号、3 号、4 号と無人で

試験をして目途が立ったということで、「神舟」5 号に楊

利偉（ヤン・リィウェイ）という宇宙飛行士１名を乗せ

て 2003 年に飛行した。6 号機では 2 名、7 号機では上限

の 3 名と人数を増やし、その後「天宮」1 号というドッ

キングターゲットを打ち上げた。2011 年には無人の「神

舟」8 号と「天宮」1 号のドッキングを行った。これは将

来宇宙ステーションにドッキングするということを想定

して行った実験である。「天宮」1 号は制御が不能とな

り、自然落下で被害を及ぼすことなく 2018 年に落下し

た。「神舟」9 号には３名搭乗のうち初めて女性が搭乗し

た。「神舟」10 号にも女性が搭乗し宇宙教師という役割

をさせた。また、天宮 1 号の周りを周回する初の周回ラ

ンデブー試験も行った。その後「天宮」2 号を打ち上

げ、「神舟」11 号も続けて打ち上げ、「神舟」11 号から宇

宙飛行士が「天宮」2 号へ移乗することも行っている。

「天宮」2 号は 2019 年に制御下で再突入した。一番新し
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いのが 2017 年の「天舟」1 号で、「天宮」2 号とのドッ

キングや衛星の放出も無人で行い、半年間の運用で 2017

年 9 月に再突入させた。 

 宇宙飛行士はこれまでに 11 人、うち女性は 2 人。延べ

飛行回数は 14 回、聶海勝飛行士が「神舟」6 号と 10 号

と 2 回の搭乗、景海鵬飛行士が「神舟」7 号、9 号、11

号と 3 回搭乗し、宇宙滞在日数は延べ 168 日である。10

人目までの宇宙飛行士は宇宙郵便局を名乗る民間団体が

作った切手シールにもなっている。最新の話題では 2020

年 10 月に第３期宇宙飛行士を選抜した。選抜した組織は

有人宇宙弁公室（CMSEO）といって 2017 年から第 3 グ

ループの宇宙飛行士選抜を開始し、2020 年 10 月に女性

1 名を含む 18 名を選抜した。その内訳は、パイロット宇

宙飛行士 7 名、フライトエンジニア 7 名、ペイロードス

ペシャリスト 4 名で、これまでは空軍パイロットだけだ

ったが、今後の宇宙ステーション運用のため、一般の科

学者や技術者も選抜の対象にした。 

 

 

 

 今年起こってくることは、6 月までにあるかもしれな

いが、「中国宇宙ステーション」（CSS）が計画されてい

て、全部で 5 つのモジュールを組み合わさるのではない

かと言われ、形状が描かれた切手も発行されている。最

初のモジュールから打ち上げられて、そこに貨物輸送船

や搭乗員輸送船が繋がり、更に来年再来年と両側のモジ

ュールが付いていくことになり、一時的な滞在ではなく

年間を通じて有人活動を行うことが可能になる。国連宇

宙部（UNOOSA）との協力の枠組みをつくっており、中

国人以外の宇宙飛行士を搭乗させる計画もある。日本人

が搭乗するわけではないが、日本と中国が共同で日本の

研究テーマで中国に依頼して宇宙実験を行う計画もあ

る。中国宇宙ステーション「天宮」の 3 つのモジュール

は「天和」、「夢天」、「問天」という名称である。今年

2021 年に「天和」から構築を開始して、来年 2022 年ご

ろ完成見込みであり、本当に完成するかどうかは分から

ないが、相当なスピードで進むと思う。ちなみに、「天

和」、「巡天」、「問天」と接続すると言われていたが、

今、天文観測モジュール「巡天」は同一軌道で単独飛行

をする計画に変わっている。 

 

CSS における日本との共同宇宙実験は、17 カ国から募

集した 9 件の宇宙実験を受け入れると発表された。欧州

9 カ国・ロシア・インドの他、サウジアラビア、ケニ

ア、メキシコ、ペルーなど宇宙新興国の参加も受け入

れ、宇宙創薬、天文学、生命科学、微小重力実験、地球

科学、宇宙技術などの実験を行う。 

 これは旧ソ連のインターコスモス計画に匹敵するもの

で、中国宇宙ステーションの利用機会を外国にも提供す

ることによって、宇宙活動における中国の地位を高める

狙いがあると考えられる。日本からは東京大学工学部の

中谷辰爾准教授が研究している燃焼の安定性に関する実

験を行う。 

 少し面白いのは、既に物資補給船「天舟」を持ってい

るにもかかわらず、昨年の 2020 年に民間から CSS への

効率的な貨物輸送のアイディアを募集したことである。

もし私が聞かれたらこう答えると「辻野案」をつくって

みた。私の案は、スペース X 社に貨物船の開発および打

ち上げを発注する。ドッキング機構（通路部分）は中国

が現物支給する。このような受注を米国政府が許容する

かどうか、中国の衛星を米国で製造して輸出できるかど

うか、クリアすべき関門は多いが、実現すれば「ベルリ

ンの壁」崩壊に匹敵し、米中関係の新たな展開が期待で

きるのではないか、という考えである。 

有人宇宙飛行での国際協力を考えると、中国は既に多

くの国と宇宙平和利用の協力協定を締結し、BRICS、東

南アジア諸国連合（ASEAN）、アジア太平洋宇宙協力機

構（APSCO）、アラブ連盟に加盟する国や機構などとの

多国間協力も強化している。外国衛星の打ち上げは 27 カ

国・国際機関に及んでいる。国連宇宙空間平和利用委員

会（UNCOPUOS）、地球観測に関する政府間会合

（GEO）、地球観測衛星委員会（CEOS）、国際災害チャ

ーターに参加もしている。日本が主導しているアジア・

太平洋地域宇宙機関会議（APRSAF）には、国家航天局

（CNSA）や中国空間技術研究院（CAST）なども参加

した実績がある。よって有人宇宙飛行の国際協力を行う

下地は既にできているといえる。以前は「天宮」に外国

モジュールを接続する可能性にも言及しているが、現在

は不明である。ロシアとは有人宇宙飛行での部品の共通

化などで交渉を行っている。 

 日本との宇宙協力の状況については、あまり強力な宇

宙協力はできていないが、2007 年には、JAXA の月周回

衛星「かぐや」打ち上げ時に中国の宇宙関係者が種子島

宇宙センターを訪問し、中国の「嫦娥 1 号」打ち上げの

際には JAXA から西昌射場を訪問した。その後、中国科

学院と JAXA の相互訪問を行い、地球観測や微小重力実

験を含む宇宙科学分野での協力について協議を行った。
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今に至っても地球観測や天文観測などでの協力はまだ具

体化していないが、微小重力実験での日本との協力は

JAXA 以外との間で具体化してきたので、希望はあるか

と思う。 

 

（７） 月惑星探査 

 皆さんにとっては常識かもしれないが、太陽系には 8

つの惑星、５つの準惑星、惑星の衛星、小惑星などがあ

る。惑星は地球より内側の水星と金星の内惑星、地球よ

り外側にある火星、木星、土星、天王星、海王星の外惑

星、準惑星の冥王星、エリス、ケレス、マケマケ、ハウ

メア、惑星の衛星は地球の月、火星のフォボス、木星の

エウロパ、土星のタイタンなど、小惑星の大部分は火星

と木星の間に存在するが地球軌道と交差または接近する

地球近傍小惑星もある。月探査に関しては、ソ連、アメ

リカ、ヨーロッパ、日本、インドが行ってきて、月周回

も行っている。月着陸はソ連とアメリカが同じ年に相次

いで行い、その後ずっとどの国も行っていなかったが、

2013 年に世界で 3 番目に中国が「嫦娥 3 号」で月に着陸

した。サンプルリターンも随分古い時期にソ連とアメリ

カが行っているが、中国は 2020 年に「嫦娥 5 号」で成

功し、世界で 3 番目になった。ヨーロッパ、日本、イン

ドはサンプルリターンをまだ出来ていない。有人月着陸

はアメリカがアポロ計画で実現しただけである。 

 中国の月探査機「嫦娥」は開発に当たって繞（にょ

う）・落・回の三歩走、3 段階で開発するという戦略をと

った。「繞」は巡るという意味で「嫦娥 1 号」と「嫦娥 2

号」、落は「嫦娥 3 号」と「嫦娥 4 号」、回は「嫦娥 5

号」である。2007 年に「嫦娥 1 号」が月周回に成功し、

2012 年にも「嫦娥 2 号」で月周回に成功した。2013 年

に「嫦娥 3 号」で世界 3 番目に月着陸に成功した。「玉

兎」というローバーを送り出したが保温の不具合のため

2 日で走行不能になってしまった。その後、2018 年 12

月に予備機を使った「嫦娥 4 号」を打ち上げ、2019 年 1

月 3 日に月の裏側着陸に成功した。これはあらかじめ

2018 年 5 月にデータ中継衛星「鵲橋（Queqiao）」を打

ち上げて成功させたものである。昨年 2020 年 11 月には

「嫦娥 5 号」を打上げ。12 月に試料回収（サンプルリタ

ーン・ミッション）に成功した。 

「嫦娥 1 号」と「嫦娥 2 号」の月周回については、第

1 フェーズとして 2007 年 10 月に初の月探査衛星「嫦娥

1 号）」を長征 3A ロケットで打ち上げ、月周回軌道への

投入に成功した。この衛星は通信衛星とよく似た形をし

ているが、実は「東方紅 3 号」のバスを使っている。そ

れから予備機を使った「嫦娥 2 号」は観測精度を大幅に

向上させて、次の段階で計画している着陸予定地点の詳

細な観測を行った。燃料が十分に余っているということ

で、月面観測の後、地球から 150 万キロ離れた太陽－地

球系の第 2 ラグランジュ点（SEL-2）において天文観測

を行い、さらに小惑星「トータチス」に接近して写真撮

影を行った。 

「嫦娥 3 号」は三歩走の二番目の「落」であるが、

2013 年 12 月 1 日に打ち上げ、同月 14 日に月面への軟

着陸に世界で 3 番目に成功した。探査ローバー「玉兎

（Yutu）」の送り出しにも成功した。資料図のように左

側の「嫦娥 3 号」と右側の「玉兎」が相互に写真を撮影

し、地上に伝送した。本当は「玉兎」が走り回って地下

構造をレーダーで探索するというミッションであった

が、2 日間しか走行できず、止まった状態で地球との通

信を行っていた。 

「嫦娥 4 号」は世界で初めて月の裏側に着陸した。月は

自転周期と地球公転周期が全く同じで、常に地球に同じ

面を見せている。裏側は起伏が激しい場所が多いが、「嫦

娥 4 号」は月の裏側の南極エイトケン盆地に着陸機と月

面車を着陸させた。 

先ほど述べたデータ中継衛星「鵲橋」は地球の電波を

受けて月の裏側にいる「嫦娥 4 号」に送り、「嫦娥 4 号」

が集めたデータを「鵲橋」を通して地球に返した。あら

かじめ打ち上げられた 425kg の割と軽い衛星で、軌道は

地球－月系の第 2 ラグランジュ点（EML-2）を周回する

Halo 軌道を通っている。ミッション機器は、直径 4.2m

の送受信用アンテナ、中継装置 、オランダがつくった低

周波観測装置（NCLE）である。打ち上げロケットが

「長征 4C」という普通は地球観測衛星を打ち上げている

ロケットで、射場は「長征 4 型」で初めて西昌衛星発射

センターから 2018 年 5 月 20 日に打上げられ成功してい

る。月は太陽から見ると地球に引きずられるように蛇行

しながら進むので「鵲橋」は月の裏側を見ながら地球も

一緒に見える位置に常にいるように飛んでいることが分

かる。 

次に「嫦娥 5 号」は長征 5 型ロケットにより 11 月 23

日に打ち上げられ、月着陸後すぐに月面の試料採取に成

功し、12 月 16 日地球に帰還して、米国、ロシアに次ぎ

世界で 3 番目となる月サンプルリターンに成功した。

2kg のサンプルを採取すると前から言っていたが、この

時に採取した試料は 1,731g であった。打ち上げから着

陸、月面からの打ち上げなどの手順は NASA のアポロ計

画に類似し、ロシアとは大分違うやり方をしている。無

人での試料採取はロシアに次いで 2 番目になる。米国は

色々なことをやっているように見えて、実は有人採取を

行っているので、無人で試料採取に行く必要は無く、無

人では行っていない。中国、米国、ロシアの月サンプル

リターンでは、中国は「嫦娥 5 号」、米国は「アポロ 11

号」、ロシアは「ルナ 16 号」となるが、中国の衛星の形

はロシアよりも米国に近いと思う。 

中国は月探査に続いて惑星探査の最初として火星探査

機を昨年 2020 年 7 月に打地球上げた。これは「天問１

号」という名前である。ちなみに今後、天問 2 号、3 号

となるが、その際は火星ではなく金星や木星を目指す。
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「天問１号」は、つい最近の 2021 年 2 月 10 日に火星周

回軌道投入に成功し、5 月に火星着陸を予定している。

周回機に 7 種類、着陸機に 6 種類のペイロードを搭載

し、火星の環境、形態学的特徴、表面構造等に関する研

究を実施する。昨年の 2020 年 10 月 1 日、国慶節を記念

して、計測センサーに取り付けられたカメラで「天問 1

号」自身の画像を撮影した。 

火星探査はこれまで米国が「Mars」シリーズ で周

回・着陸を実現。多数の火星ローバーを運用中で、昨年

打ち上げの「Mars 2020」は 2 月 18 日に着陸の予定であ

る。サンプルリターンはまだ達成していない。ロシアは

「Mars 3」で火星に着陸したが短時間で故障し、まだ科

学観測は行えていない。日本は 1998 年に「のぞみ」を

打ち上げたが火星到達に失敗し、2020 年代前半に火星衛

星探査計画（MMX）でサンプルリターンを目指してい

る。欧州は 2003 年打ち上げの「Mars Express」で火星

周回に成功、「ExoMars 2016」は着陸失敗。インドは

「Mangalyaan」で 2014 年に火星周回に成功。周回では

4 カ国目、アジア初となったが、着陸はしていない。

UAE は昨年 H-2A ロケットで「Al-Amal（HOPE）」を

打ち上げ、中国より 1 日早い 2 月 9 日に火星周回軌道投

入に成功。周回では 5 カ国目となったが着陸はしない。

中国は「天問 1 号」が 2 月 10 日に火星周回軌道に投入

され、周回で 6 カ国目となり、5 月に 3 カ国目の着陸を

目指す。 

 

    

 

３．スペース X 社の台頭 

中国の宇宙開発の足跡の次に、スペース X について述

べる。イーロン・マスクがインターネット決済システム

のペイパルを売って宇宙・自動車・太陽光発電事業に参

入した。宇宙部門がスペース X 社、電気自動車・太陽光

発電はテスラ社である。これらの事業の共通点、究極的

な目的は火星移住である。スペース X 社は若い企業であ

るが年々業務実績を拡大しており、まずは「ファルコン

（Falcon）1」でマーリン（Merlin）エンジンの開発に

注力し、3 回の失敗後、4 回目で衛星の軌道投入に成功し

た。続いて 1 段機体に Merlin エンジンを 9 個並べた

「Falcon9」を開発し、その後、貨物輸送船「ドラゴン

（Dragon）」、搭乗員輸送船「クルー・ドラゴン（Crew 

Dragon）」を開発した。「Crew Dragon」の昨年 11 月の

打上げに、日本から JAXA の野口宇宙飛行士が搭乗した

のはご存知かと思う。その他に、米国の国防総省と交渉

し、軍事衛星（GPS、NRO など）の打ち上げに参入し

た。 

そして最も大きな出来事がロケット機体の再使用に世

界で初めて成功したことで、これはゲームチェンジ的な

キー技術となった。こういった実績ができたので、米国

主導で有人月活動を目指すアルテミス計画でも最初のモ

ジュールの打ち上げを受注し、物資輸送でも主力となる

見込みである。更に今、14,000 機以上の低軌道通信衛星

群「スターリンク（Starlink）」によるインターネット通

信事業も開始しており、既に 1,000 機以上打ち上げてい

る。 

スペース X 社のロケット運用実績であるが、最初のこ

ろ、マレーシア衛星を打ち上げるまで Falcon 1 ロケット

で、1 個のエンジンを作ることに全力を上げていた。そ

れを 9 個束ねて Falcon9 ができて、2010 年に初飛行が

成功した。2012 年には初のドラゴン宇宙船の打上げに成

功した。そして 2015 年に 1 回打ち上げ失敗があった

が、その後、ロケット機体の回収に初めて成功した。

2016 年には打ち上げ直前の点検中に、イスラエル衛星を

搭載した Falcon9 が射場で爆発炎上した。これは失敗に

入っておらず打ち上げ前の事故となっている。2017 年 3

月に初の再使用打ち上げを行った。2017 年 12 月には再

使用ロケットで再使用宇宙船を打ち上げた。その後、

2018 年にファルコンヘビーロケットで CEO のイーロ

ン・マスク個人所有の自動車を火星遷移軌道に投入し

た。これから数百万年飛んで、地球は年に 1 回この軌道

付近を通るので、もしかしたらいつかは割と近くに見え

る時があるかもしれない。2019 年 12 月までの 2 年間で

34 回打ち上げ、それに対し昨年 2020 年はこの 1 年間に

Starlink 衛星を 833 機も打ち上げた。これは科学者同盟

（UCS）のデータベースに載っている衛星の半分近くを

占めている。この他、25 回打ち上げで成功率 100%、機

体回収は 23 回中 2 回失敗しただけで成功率 92%であ

る。この間に使ったロケットは新しく作ったものも含め

10 機しかなく、それだけで 25 回の打ち上げを行ってい

る。その中のいくつかは当然残っていて、今年の打ち上

げにも使っている。今年 2021 年は 2 月 16 日までに 7 回

打ち上げて、打ち上げは全部成功、回収は 3 日前に打ち
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上げたものが失敗に終わり今年も 100％ではなくなった

が、打ち上げ成功率は今のところ 100％である。 

 スペース X 社は米国主導のアルテミス計画の中心的な

要素である月周回有人拠点 「月ゲートウェイ」の最初の

モジュール打ち上げや補給輸送で中心的な役割を果た

し、寄与するであろう。 

 次に、スペース X 社はどのように再使用型ロケット技

術を開発してきたかということだが、最初は Grasshopper

（バッタ）というロケットを打ち上げ 744m まで上昇

し、そのまま垂直に戻り脚を開き地上に帰還させる実験

を行った。それから 30ｍ四方の海上ドローン（着陸場）

をつくり着陸実験を行った。最初は 4 回続けて着陸に失

敗したが、この小さな場所にきちんと戻って来るだけで

も驚異的だった。着地スピードが速すぎで衝突炎上、脚

が弱くて転倒、海が荒れてドローンを避難させた、など

毎回失敗理由が違っていた。 

 昨年と今年 2021 年 2 月 16 日までの「Falcon9」の運

用状況を見ると、昨年は 25 回、月に 1 回から 3 回打ち

上げている。11 月は 4 回も打ち上げている。今年 2021

年に入ると既に 5 回（3 月 14 日時点で 8 回）上がってい

て、もう 1 機打ち上げを待っている状況である。 

 今後は今打ち上げている「Falcon9」と「Dragon」は

捨ててしまって、これから宇宙船「Starship」を実現さ

せたいと言っている。しかし、つい最近２回続けて着陸

に失敗しており、海上ドローンの失敗と同じく着地スピ

ードが速すぎ止まりきれなくて爆発炎上している。今回

爆発したのは 9 号機で、機体はたくさん作っているよう

で、今から「Falcon」や「Dragon」をすべて置き換える

と計画している。本当か？と思うのであるが、最大 100

人搭乗の有人宇宙船を打ち上げるという計画である。こ

れは昔のアポロ計画のロケット「SaturnV」の 118 トン

を上回る 150 トン、この下に付く Super Heavy は 250

トンまで打ち上げられるとしている。 

 今、再使用型の開発競争が始まっていて、ニュージー

ランドのロケットラブ社はエレクトロンロケット 1 段機

体を回収船で回収することに成功し、将来的にはヘリコ

プターで捕獲して回収船へ輸送することを考えている。

中国は長征 8 型でスペース X とよく似た方式で 1 段機体

の回収を行う。ロシアは 2020 年から再使用型のアンガ

ラ５VM ロケットの開発を開始している。欧州も再使用

型ロケット「Themis」のエンジン（Prometheus）をア

リアングループが開発中である。日本はフランスとドイ

ツと共同で小型実験機「RV-X」を用いた研究を実施中で

ある。 

 中国はこれから 1 段目が再使用可能な「長征 8 型」を

つくる予定である。「長征 8 型」は「長征 7 型」の 1 段

目と「長征 3B 型」の第 3 段を組み合わせたロケット

で、文昌射場から極軌道に 4.5 トンの打ち上げ能力を有

し、昨年 2020 年 12 月、初打ち上げに成功した。これか

らは再利用型になったものを打ち上げることになると思

う。 

 再使用型にチェンジできない既成勢力としては、米国

ではボーイングやロッキード・マーチン、ロシアではソ

ユーズやプロトン、中国では長征の旧系列や新系列、欧

州はアリアン 6、日本の H-3 などがある。ニュージーラ

ンドは再使用をこれから始めようとしているが、他のと

ころはまだ直ぐに再使用になる代物ではない。それぞれ

目的があるのでこれらの既成勢力も必要だが、当分はこ

の間隙を縫ってスペース X のシェアが急速に拡大して、

中国は「長征 8 型」で猛追ができるかどうか、これから

の課題であると思う。 

 私は中国とスペース X に共通点があると考える。1 つ

目は、カリスマ的な指導者の下で従事者が持てる力を発

揮する。 2 つ目は、何回失敗しても成功するまで挑戦す

る。3 つ目は、ノーベル経済学賞を受賞したフリードマ

ンが提唱する「選択の自由」を駆使し、中国は「自力更

生」の意味を変化させ、外国製品を利用することも自力

更生だとしている。 4 つ目は、失敗もあるが事前の検討

をして成功率は高く、無駄が少ない。5 つ目は、ともに

有人火星着陸を視野に入れている、という共通点てあ

る。 

 最後になるが、中国は実は国際宇宙ステーション

（ISS）に宇宙実験機器を送っている。そこで一役買っ

たのがスペース X 社である。スペース X 社の「ドラゴン 

CRS-11」貨物輸送船で北京理工大学が開発した DNA 分

析装置「宇宙環境下で、PCR 反応における DNA ミスコ

ーディング法則を研究する科学ペイロード」が ISS に搭

載され、実験試料の洋上回収に成功した。米国政府は

NASA が中国と協力することを規制しているが、規制を

受けない民間レベルであれば協力可能であることを示し

た。外国の力を借りてでも、キー技術を獲得して国際的

な分業体制の中で主導権を握ることが戦略的に重要だと

私は思う。中国は外国の協力も得ながら自国の飛躍的な

発展の姿をオープンな姿勢で世界に実力を示すことによ

り、スペース X 社を追走する能力を持つ、国際的な宇宙

開発のリーダーの地位を確保することを目指すだろうと

予測している。 

 中国の着陸技術に関しては、偵察衛星「FSW」で着陸

技術を向上させたこと、有人宇宙船「神舟」の着陸、「嫦

娥 3 号」での月着陸、「嫦娥 4 号」の月の裏側への着陸。

5 月の「天問 1 号」火星着陸への挑戦、そしてこれから

ではあるが、スペース X 社の再使用型ロケットに啓発さ

れて長征 8 型の 1 段機体の再使用を可能にする計画。洋

上のドローンに垂直着地など「着陸」というキーワード

が続いている。 

 

４．2049 年中華人民共和国建国 100 年までの道筋を予

測 
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次に 2049 年の中国建国 100 年までの道筋を次のよう

に予測してみる。(1)中国は 2025 年までに全面的な小康

社会の構築と宇宙インフラの整備を完了する。(2)その後

2022 年以降、宇宙ステーションの恒久的な運用で多くの

国の宇宙飛行士を搭乗させる。日本も可能性がある。(3)

そして「嫦娥 6 号」、「嫦娥 7 号」、「嫦娥 8 号」で月着陸

やサンプル回収はごく当たり前のことになり、月で水を

発見できたら良いなと考えているのではないか。(4)更に

月面に有人基地を構築したい。その場合、米露欧日など

とともに国際協力で行うか、または独力で構築するかが

世界史的な岐路に立つだろう。(5)長征 8 型ロケットが再

使用可能で国内外衛星打ち上げの主力になり「スペース

X に対抗できるのは中国だけ」という世界 2 強時代にな

る。中国航天科工集団公司（CASC）の存在感が高まる

であろう。(6)金星や木星に向けて探査機を打ち上げるよ

うになる。(7)2050 年ごろの火星有人着陸を目指すだろ

う。その準備がどこまで出来ているかが課題になってく

る、と私は思う。 

 

おわりに 

中国はこれまでロシアや欧州に教わって実力を高めて

きたが、近年は世界初という技術を次々に見せつけてお

り、既に欧州やロシアでは追いつけないレベルに達して

いる。現在の最強のライバルは米国のスペース X 社であ

る。これからは世界との競争と協調で月や火星の有人探

査に挑む。特に米スペース X 社との協力が成立すれば、

世界史的な岐路になる可能性もある。 

 

以上で講演を終わらせていただく。 

 

 

（司会） 

ありがとうございました。 

では、お寄せいただいた質問の中から、いくつかお伺

いしたい。 

 

まず、中国の宇宙開発の国際的な規模感を伺いたい。

中国の宇宙開発は国有企業の傘下組織はどれくらいの規

模で人数が従事しているのか。その人材育成はどのよう

に行われているのか。 

 

（辻野氏） 

資料の 6 ページ目で、2 大国有企業の傘下組織を紹介

したが、非常にたくさんあり、組織で少ないところでも

2 百人から 3 百人、一番多いところで 1 万人ほど、中国

航天科技集団公司 （CASC）で 17 万人、中国航天科工

集団公司（CASIC）が 14 万人で 2 つの組織を合わせる

と合計 31 万人くらいである。外国と比べると、米国の場

合 NASA 職員は十数万人で産業界を入れると、私もどれ

くらいか分からない。日本でも日本航空宇宙工業会の会

員企業の中に約 6 千人いると言われている。中国の 31

万人というのは日本と少し数え方が違うので、日本もも

っとたくさんいると思う。欧州の数万人と比べても中国

は相当多いと思う。教育については、当然ながら衛星打

ち上げなどを行っている大学では宇宙分野で即戦力とな

るような取り組みを行っている。外国に留学に行く人の

中で、特に米国のマサチューセッツ工科大学をはじめと

する大学で、実は中国人は米国で宇宙開発研究の中心的

役割を果たすような立場にあり、大変多くの情報を持っ

ている。中国人がいなかったら、米国の宇宙開発は出来

ないとも言われている。そういう人たちの中から、中国

では仕事がどんどん増えているので、中国から募集があ

ったら帰ってくる人もいる。そういう人たちが米国仕込

みの大変な能力を持っていて、米国以上に大変な能力を

発揮しているのだと思う。 

 

（司会） 

中国の宇宙開発の技術力は米国と争うように上がってき

ていると思うが、宇宙開発の技術の中には打ち上げ能

力、ロケットの製造能力、衛星の製造技術など様々な技

術が絡んでいるかと思う。米国との水準と比較した場

合、中国の技術的な強み、もしくは弱みはどういったと

ころか。 

 

（辻野氏） 

中国は全般的に言うと、箱を作るのは上手だけれど中

身のコアになる部分はなかなか能力を持っていないと自

分で言っている分野が多い。だが、宇宙に関してはだん

だんと全て自分でやっていけるかな、というくらいであ

る、しかし外国の製品でも自力更生で使っていこうと思

っているので、今、宇宙開発をどのようにやっていくか

ということを考える上で、中国自身のどこが強い弱いと

いう形の技術の問題ではないと思う。むしろ何をしたい

のか、どんなビジョンを持って何をしていくのかという

方が大事で、今、スペース X が 100 人乗り宇宙船をつく

ると言っているが、これに匹敵する構想を出すのかどう

か、こちらの方がむしろ技術として、問題として大きい

のではないかと思う。私も 100 人搭乗の宇宙船というの

はとてつもない話で、すこし無理ではないかと思ってい

る。 

 

（司会） 

先ほど中国の自力更生という話があったが、中国の宇

宙開発の部品の自国での調達率は現状でどれくらいなの

か。 

 

（辻野氏） 

ちょっとそれは分かりません。例えば A という部品を

発注したとすると、それは全部中国製かもしれないが、

その部品をつくるのに様々な中身が必要になる。それは
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他の国から輸入していることもあって、簡単に言えるも

のではない。日本でも産地偽装の問題が出るのはそうい

うところで、日本で包装はしたけれど中身は実は外国の

物というように、どこまでが国産でどれが外国製なのか

は、切り分けるのは大変難しい。 

 

（司会） 

 宇宙開発の中から出てくる基礎研究的な成果は、例え

ば月からのサンプルリターンなど月を探査する上での成

果など、いろいろあるかもしれないが、それ以外に応用

分野の成果、もしくは技術的にスピンオフしてくるよう

な部分はあるのか。 

 

（辻野氏） 

 米国などは NASA がスピンオフの報告書を毎年出して

いて、最近こんな成果があったと報告している。例えば

宇宙服の技術を応用して消防服を作ったなど、事例が本

になっている。中国ではそのような本はあまり見たこと

はないが、宇宙での技術は裾野が広いので、まず様々な

産業分野に発注し作らせるということを通じての技術能

力向上もあると思うし、宇宙で使ったものをスピンオフ

して出しているものもあると思う。私もそこまで詳しく

調べてはいない。 

 

（司会） 

 例えば中国の地球観測衛星や衛星利用測位システム

（GPS）に使用される通信方位衛星は、日本やアジアで

も利用できるのか。もしくは日本の準天頂衛星など日本

の衛星と競合する部分もあるのか。 

 

（辻野氏） 

 地球観測衛星は外国でもよく行われているが、データ

を交換する協力協定を結んでお互い無償でより多くのデ

ータが見られるようにしている。この点では中国は少な

くとも日本の「だいち」のデータを使っているので、中

国のデータもお互いに使っていると思う。GPS について

は、日本は昔米国の GPS を頼っていたが、今、日本は

「みちびき」をつくって、中国は「北斗」つくっている

ので、受信機が兼容型であれば全部使える。通信放送衛

星は利用料金がかかるので、そう簡単に無料では使えな

いが、場合によっては電波をやり取りすることが出来る

ようになるかもしれない。 

 

（司会） 

ではそろそろ時間となりましたので終了をさせていた

だければと思う。 
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